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開校150年を迎える朝日小学校では、先日の運動会で全校ダ
ンスが復活しました。総勢200名余の子供たちが空を切り振る
旗の音が、しんとした会場を満たしました。ダンスが終わると
あちこちから、当時過ごした小学校時代の思い出話が溢れ、長
きにわたる歴史を共有した善き時間となりました。

「不
まなんでやまず

学息」の精神、
つなぐ150年
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４
月
10
日

●
令
和
６
年
度
役
場
組
織
体
制

●�

西
洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ

い
て　

　
募
集
要
領
等
が
示
さ
れ
た
。

●
朝
日
村
診
療
所
の
進
歩
に
つ
い
て　

●�

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
会
社
設
立
の
検
討
状
況
に

つ
い
て

　
「
松
本
平
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

（
M
Z
C
C
）
設
立
を
機
に
松
本
市
が
主
体
と
な
り

計
画
し
て
き
た
新
た
な
事
業
体
。
地
域
の
再
エ
ネ
電

力
を
調
達
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
。

（
朝
日
村
も
自
治
体
会
員
と
し
て
参
加
）

●�

公
民
館
周
辺
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て

　
検
討
委
員
会
で
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
報
告
と
令

和
６
年
度
の
進
め
方
に
つ
い
て
。
今
後
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
若
い
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
欲
し
い

等
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

５
月
15
日

●�

地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
導
入
事
業
に
つ
い
て

　

役
場
庁
舎
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
。
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
災
害
等
に
対
す
る
強

靭
性
の
向
上
）
と
脱
炭
素
化
を
同
時
実
現
。

　
補
助
金
・
起
債
を
活
用
予
定
。 　６月の定例議会は４日から14日までの11日間開催された。

　例年どおり長野県サマーエコスタイルキャンペーンに併せ、当議会でもノーネクタイでの実施となった。
　４日全員協議会、７日には社会文教委員会、11日一般質問を行い、14日最終日に上程されたすべての議案を原
案通り可決した。主な議案は次のとおり。

〈主な議案〉
■令和６年度朝日村一般会計補正予算
歳入 ・�国庫支出金 １億2,627万円、村債 １億2,770万円、地方交付税 988万円 
歳出 ・�庁舎地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導入工事費 ２億1,450万円
　　　　（役場庁舎への再生可能エネルギー導入事業）
　　　・定額減税調整給付金事業費 3,129万円
　　　・新たな低所得世帯給付金事業費 1,217万円
　　　・公民館周辺施設再編基本構想策定業務費 370万円
■指定管理者の指定について
　施設：「朝日村西洗馬防災センター」　指定の相手方：西洗馬区　
■損害賠償の額を定めることについて
・�地域おこし協力隊使用の公用車のリース契約解除（使用継続しないた
め）（専決）
・戸籍サーバー関連機器契約解除（戸籍総合システムクラウド化のため）
■財産の取得について
　朝日小学校給食室　ガス回転釜及びスチームコンベクションの購入 865万円

　７月８日（月）に第３回臨時会が招集され、上程されたすべての議案が原案どおり可決
された。

◦条例２件…・�朝日村附属機関設置条例の一部を改正する条例について
　　　　　　・�朝日村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

　朝日村教育大綱検討委員会及び朝日村中央公民館・周辺施設のあ
り方検討会委員の追加。

◦契約…令和６年度緊急防災減災事業債同報系防災行政無線整備工事
　　　　契約の金額：61,325,000円
　　　　契約の相手方：丸登電業株式会社
◦予算…一般会計補正予算
　　　　120万円を追加し総額を40億2,080万円に
　　　　主な歳出：自主番組放送事業費　36万1,000円、高校生通学補助金　50万円

庁舎地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導入工事
定額減税調整給付金等

２億6,560万円追加
令和６年度 一般会計予算　総額40億1,960万に

６月
定例会
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●�

朝
日
小
学
校
給
食
室
厨
房
機
器
更
新
に
つ
い
て

　
ガ
ス
回
転
釜
と
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
更
新
。

●�

福
祉
入
浴
券
交
付
事
業
及
び
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
福
祉
入
浴
券
交
付
事
業
と
補
聴
器
購
入

費
用
助
成
の
概
要
説
明
。

６
月
14
日

●
「
議
会
力
向
上
委
員
会
」
に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、
議
長
か
ら
報
酬
改
定
の
必
要
性
の
明

確
化
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
「
議
員
報
酬
審
議
特
別

委
員
会
」
を
設
置
。
そ
の
後
、
委
員
で
検
討
し
「
議

会
力
向
上
委
員
会
」
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
全
議
員
の
了
解
を
得
た
。
今
後
、
主
に
議
員
報
酬

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。（
４
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

で
設
置
し
た
検
討
会
で
、
現
在
の
町
村
議
会
議
員
に

相
応
し
い
報
酬
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
報
告
書
が
示

さ
れ
て
い
る
。

７
月
８
日

●
部
活
動
地
域
移
行
計
画
に
つ
い
て

　
中
学
校
で
の
学
校
部
活
動
が
今
後
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
（
団
体
・
民
間
が
運
営
主
体
）
に
移
行
す
る
。
松

本
市
の
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
く
予
定
で
、
鉢

盛
中
学
校
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

●
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
８
月
21
日
開
催
予
定
の
東
筑
議
員
大
会
に
朝
日
村

議
会
か
ら
は
「
県
道
新
田
松
本
バ
イ
パ
ス
の
古
見
区

間
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
」
を
要
望
事
項
と
し
て
提

出
す
る
こ
と
を
決
定
。

◦報　告４件……繰越明許費繰越計算書、賠償
◦予　算２件……一般会計補正予算・介護保険補正予算
◦条　例６件……国民健康保険税条例の一部を改正する条例ほか
◦承　認５件……専決処分　�予算 …令和５年度一般会計補正予算ほか２件�

条例 …税条例の一部を改正する条例ほか１件
◦その他５件……指定管理者の指定、辺地計画の変更、財産の取得ほか
◦意見書４件……さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書ほか

第３回
臨時会
7/8
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り
方
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検
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●
部
活
動
地
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移
行
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い
て

　
中
学
校
で
の
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部
活
動
が
今
後
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ク
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ブ
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動
（
団
体
・
民
間
が
運
営
主
体
）
に
移
行
す
る
。
松

本
市
の
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
く
予
定
で
、
鉢

盛
中
学
校
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

●
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
８
月
21
日
開
催
予
定
の
東
筑
議
員
大
会
に
朝
日
村

議
会
か
ら
は
「
県
道
新
田
松
本
バ
イ
パ
ス
の
古
見
区

間
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
」
を
要
望
事
項
と
し
て
提

出
す
る
こ
と
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決
定
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最終処分場埋め立て地

　

６
月
14
日（
金
）
６
月
定
例
会
本
会
議
終
了
後
、
議
員
全
員
で

朝
日
村
に
あ
る
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
新
最
終
処
分
場
と
県
の

事
業
で
令
和
７
年
か
ら
着
工
を
予
定
し
て
い
る
一
之
沢
地
区
西
沢

の
砂
防
堰
堤
建
設
予
定
地
の
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
平
成
18
年
に
使
用
開
始
し
塩
尻
市
と
朝
日
村
の

飛
灰
と
一
部
埋
め
立
て
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ん
で
埋
め
立
て
お
り
、
埋

め
立
て
完
了
予
定
は
令
和
15
年
（
2
0
3
3
年
）
の
施
設
で
す
。

議
員
８
人
は
初
め
て
の
視
察
で
「
降
雨
後
の
汚
染
水
の
地
下
浸
透

に
問
題
は
な
い
か
？
」「
汚
染
水
の
処
理
は
万
全
か
？
」「
村
の
自

然
環
境
へ
の
影
響
は
？
」
な
ど
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

行
政
視
察

最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
状
況
は

6／14

　
砂
防
堰
堤
計
画

地
で
は
、「
な
ぜ

こ
の
場
所
に
？
」

「
完
成
後
に
土
砂

災
害
警
戒
区
域
は

解
除
さ
れ
る
の

か
？
」「
工
事
中

の
周
辺
地
域
へ
の

影
響
は
？
」「
住

民
説
明
会
は
い

つ
？
」
等
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

�

（
清
沢
正
毅
）
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　委員会は、６月７日に開催し、慎重に審議した結果、
すべて請願・陳情を全会一致で採択すべきものとしま
した。
　教育関連の３件の請願書第１号「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻
すこと」、第２号「さらなる少人数学級推進と教育予
算の増額を求める意見書」、第３号「義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充」については、へき地教育を担
う人材不足の解消及び自治体間での財政力の差が教育
の質の差につながる懸念があること。また、義務教育
は国の責任において行われ、等しく教育を受ける機会
を確保されることが重要であることから、採択すべき

ものとしました。
　陳情第４号「訪問介護費の引き下げ撤廃と介護報酬
引き上げの再改定を早急に行うことを求める陳情書」
については、４月から訪問介護報酬が引き下げられた
ことにより訪問介護事業所、特に地方や小規模事業所
等が経営難になる恐れがあることや、訪問介護職員の
人手不足及び厳しい労働環境が理解できるとし、採択
すべきものとしました。
　上記請願と陳情は14日開催の本会議にて全会一致で
議決され、それぞれの関係機関に意見書を送付いたし
ました。
� （社会文教委員長　中村�文映）

社会文教委員会報告「請願・陳情を審議」

　６月27松川村へ朝日村議会議員７名で伺った。
　松川村は令和６年５月27日に小水力発電事業の協働に関する協
定を締結した。発電所は2026年以降の稼働開始を目指している。
発電所は芦間川上流に第一、下流部に農業用水路を利用した第二、
第三発電所を設置。年間発電力量は計660万 kwを見込み、固定
買い取制度（FIT）を活用して発電する。
　第一発電所の発電分（180万 kw）については、村が再生可能
エネルギーとしての「環境価値」（トラッキング付き非化石化証書）
を購入する予定。年間でCO2排出量800トン相当の環境価値を創
出。環境価値購入費は、発電所の固定資産税等でまかなえる。
　発電所建設に伴い、用水路の改善整備や林道の改善、防災拠点としての活用、学校教育への活用が期待
される。� （齊藤�正法）

先進地視察　松川村「小水力発電事業」

議員有志での視察

　６月28日宮田村へ朝日村議会議員５名・山形村議会議員６名で
伺った。
　宮田村議会は「議会改革度調査2022」並びに「議会改革度調査
2023」において村で全国第１位に選出されている。
　同議会では2020年４月改選後から、24年ぶりに議員報酬を改訂
した。また、2021年４月から2024年１月まで活動量調査を実施し
た。これは宮田村むらづくり基本条例（議会の機能強化）の一つ
として、議会活動・議員活動を見える化するとともに、今後の議
員報酬のあり方を検討するための材料の一つとして実施された。
活動は12項目で分類し分単位で毎日記録、月毎に集計・グラフ化
して議員間で共有する。村民との懇談時に資料としても使用する。
　単発的な取組みや特定の方向性ではなく、基本条例に基づく総合的かつ継続的な取組みを推進していく必要性
を学んだ。� （齊藤�正法）

村議会視察　宮田村「議会の報酬・活動量調査」

議会改革先進地 宮田村議会
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村政に問う！！一 般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。 こちらから
動画でご覧
いただけま
す。

▲ここが聞きたい　９議員18項目
清澤 あゆみ　議員（5頁）
１　 小学校、保育園周辺地区の今後について

古池 美佐江　議員（6頁）
１　 行政の施策と住民の意向との相違について
２　 空き家の利活用で移住・定住促進施策は

小林 弘之　議員（6頁）
１　 民家境壁破損問題について
２　 地区役員見直しについて

清沢 正毅　議員（7頁）
１　 地区生活改善センター施設の維持管理と今後の課題
対応

２　 針尾防災センター構想について

清沢 敬子　議員（7頁）
１　 中央公民館周辺施設の在り方検討について
２　 地域おこし協力隊の活用について

齊藤 正法　議員（8頁）
１　有害鳥獣被害防止対策の推進について

中村 文映　議員（8頁）
１　 朝日村の文化財保護政策について
２　会計年度任用職員の処遇改善と人事制度について

羽多野 美映　議員（9頁）
１　 地域猫活動と多頭飼い問題の啓発と支援について
２　 西洗馬防災センターに愛称を！
３　 地区未加入者の増加が地区運営に影響を及ぼすこと
について

豊田 惠美子　議員（9頁）
１　 「朝日村御馬越左岸小水力発電計画」について
２　 鎖川の三俣上流域の環境保全について
３　 アサヒマレットゴルフ場の今後について

問　
今
後
の
こ
の
地
区
の
あ
り
方
に
つ
い

て
地
域
の
方
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
て

も
ら
え
る
か
。

総
務
課
長　

集
ま
っ
て
も
ら
う
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
等
し
て
意
見
を
聞
き
集
約

し
て
い
く
。

問　
回
覧
板
を
も
と
の
地
区（
加
入
地
区
）

で
な
く
居
住
区
で
回
し
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
る
。
防
災
会
の
班
編
成
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
防
災
会

の
班
見
直
し
に
併
せ
て
防
災
会
の
班
で
回

覧
板
を
回
す
の
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
防
災
会
の
班
編
成
の
見
直
し

が
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い

る
。
地
域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
区

長
、
地
区
長
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
回
覧

板
の
件
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
昨
年
度
ま
で
古
見
区
担
当
で
あ
っ
た

集
落
支
援
員
は
こ
の
地
区
特
有
の
問
題
を

把
握
し
て
い
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
集
落
支
援
員
に
も

携
わ
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

総
務
課
長　
防
災
会
の
班
編
成
は
集
落
支

援
員
も
一
緒
に
取
り
掛
か
っ
た
。
こ
の
地

区
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。
区
長
、
地
区
長
、
集
落
支
援

員
を
軸
と
し
て
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
か
話
を
進
め
て
い
く
。

清澤 あゆみ 議員

小
学
校
、
保
育
園
周
辺
地
区

の
今
後
に
つ
い
て

答　

�

新
た
に
地
区
の
発
足
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
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古池 美佐江 議員

施
策
と
住
民
の
意
向
と
の

相
違
に
つ
い
て

答　

�

長
寿
を
祝
う
会
で
は
高
齢
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
と
は
ズ
レ
が
生
じ
、

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
っ
た
。

問　
長
寿
を
祝
う
会
は
公
民
館
分
館
主
催

の
行
事
だ
が
、
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
き
た
か
。

教
育
長　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
２
月
・
４

月
に
分
館
長
達
と
協
議
し
決
定
し
た
。
５

年
ぶ
り
に
対
面
方
式
に
戻
し
た
い
と
い
う

方
向
で
進
め
た
。
今
年
の
状
況
を
振
り

返
っ
て
村
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
見
直
し

を
図
り
た
い
。

空
き
家
の
利
活
用
で
移
住
・
定
住
対

策
を

問　
村
の
移
住
促
進
対
策
の
た
め
の
空
き

家
の
利
活
用
施
策
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

企
画
財
政
課
長　
空
き
家
は
個
人
の
私
有

財
産
な
の
で
行
政
が
主
導
的
に
利
活
用
を

進
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
行
の
空
き

家
バ
ン
ク
の
認
知
度
を
も
っ
と
向
上
さ
せ

制
度
の
利
用
促
進
を
進
め
て
い
く
。
今
ま

で
は
賃
貸
の
み
だ
っ
た
の
で
民
間
の
不
動

産
業
者
と
連
携
を
図
り
空
き
家
の
売
買
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

建
設
環
境
課
長　
令
和
３
年
度
の
空
き
家

調
査
は
外
観
か
ら
の
判
断
の
調
査
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
り
、
前
回
の
調
査
か
ら
２
年

半
た
っ
て
い
る
の
で
今
年
度
新
た
に
空
き

家
情
報
を
更
新
し
て
い
く
。

問　
相
続
・
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
た
が
参
加
者
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

周
知
す
る
た
め
に
納
税
通
知
書
に
案
内
を

同
封
す
る
な
ど
し
て
い
る
か
。

建
設
環
境
課
長　
し
て
い
な
い
の
で
、
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
村
内
に
あ
る
住
宅
の
境
で
も
あ
る
塀

が
割
れ
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
権
者

が
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い
れ
ば
直
接
話
が

で
き
る
が
現
在
借
家
と
し
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
ず
話
し
合
い
に
た

ど
り
着
け
な
い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
質
問

す
る
。

役
場
は
相
手
地
権
者
へ
の
連
絡
手
段
は

も
っ
て
い
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
相
手
地
権
者
の
連
絡
先

に
つ
い
て
、
村
は
法
務
局
同
様
の
登
記
情

報
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
行
政
は
隣
接

す
る
不
動
産
の
所
有
者
間
の
問
題
に
は
介

入
で
き
な
い
た
め
、
相
手
方
に
連
絡
を
取

る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

問　
村
民
が
困
っ
て
い
る
現
状
を
相
手
に

知
ら
せ
て
あ
げ
る
助
言
的
な
こ
と
を
言
っ

て
あ
げ
る
べ
き
で
は
？

副
村
長　
あ
く
ま
で
も
個
人
と
個
人
の
境

の
話
。
民
法
上
、
相
隣
関
係
と
い
う
話
に

な
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
例
え
ば
こ
う
い

う
こ
と
だ
と
教
え
る
、
或
い
は
指
し
示
す

こ
と
は
行
政
上
公
務
員
の
職
責
上
で
き
な

い
。

問　
私
の
心
配
し
て
い
る
の
は
大
規
模
地

震
が
起
こ
れ
ば
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
事
を
心
配
し
て
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

副
村
長　
こ
れ
は
個
と
個
、
い
わ
ゆ
る
民

と
民
と
の
話
し
先
ず
は
口
火
を
切
っ
て
い

た
だ
く
そ
こ
に
尽
き
る
と
思
う
。

小林 弘之 議員

民
家
境
破
損
問
題
に
つ
い
て

答　

�

個
と
個
、
民
と
民
と
の
話
で
解
決
を

境擁壁の現状
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清沢 正毅 議員

地
区
集
会
施
設
耐
震
化
工
事

も
補
助
対
象
に
！

答　

�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
は
必
要
な
施
設
、

新
た
な
補
助
基
準
を
検
討
す
る

問　
現
状
各
地
区
に
お
い
て
地
区
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
（
集
会
施
設
）
の
多
く
が
老

朽
化
し
耐
震
性
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
少
子
高
齢
化
に
よ
り
増
々
施
設
利
用
の

機
会
が
少
な
い
事
が
予
測
さ
れ
、
施
設
改

修
に
大
き
な
費
用
を
掛
け
て
ま
で
利
用
継

続
す
べ
き
か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
村
で
４
月
集
会
施
設
環
境
改
善
事
業

補
助
交
付
要
綱
を
作
成
し
、
補
助
制
度
を

施
行
し
た
が
、
耐
震
化
工
事
は
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。
耐
震
化
工
事
も
補
助
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
？

そ
れ
に
よ
っ
て

地
区
は
施
設
を
継
続
使
用
す
べ
き
か
の
判

断
材
料
と
な
る
。

企
画
財
政
課
長　
国
県
と
の
絡
み
が
あ
り

小
さ
な
村
独
自
で
は
現
状
難
し
い
。
地
区

施
設
課
題
は
地
区
独
自
で
解
決
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
言
う
の
が
基
本
的
な
考
え
。

村
長　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
は

必
要
な
施
設
と
考
え
る
。
地
域
で
話
し
合

い
施
設
の
維
持
継
続
を
判
断
し
た
と
こ
ろ

に
は
新
た
な
補
助
制
度
も
必
要
と
考
え

る
。
少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
検
討
し
た

い
。

問　
針
尾
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
構
想
が
あ

る
が
、
い
つ
ご
ろ
何
処
へ
設
置
を
考
え
て

い
る
の
か

村
長　
現
在
の
針
尾
集
落
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
で
は
必
要
な
機
能
が
完
備
で
き
な
い
。

西
沢
へ
の
砂
防
堰
堤
が
出
来
れ
ば
土
砂
災

害
警
戒
区
域
か
ら
外
れ
る
区
域
が
広
が

る
。そ
の
中
で
新
た
な
場
所
を
決
め
た
い
。

問　
集
約
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と

か
か
る
費
用
は
？

教
育
次
長　
複
数
の
施
設
が
隣
接
し
、
老

朽
化
が
同
時
進
行
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み

る
と
、
こ
の
機
を
と
ら
え
、
集
約
検
討
す

る
時
期
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
比
較
を
す
る
中
で
、
使
い
や
す
さ
、

管
理
運
営
の
効
率
性
、施
設
面
積
の
縮
減
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
面
で

も
有
利
で
あ
る
。
補
助
金
な
ど
の
財
源
も

検
討
す
る
。

問　
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
？

教
育
次
長　
公
民
館
利
用
者
を
中
心
と
し

た
本
館
・
分
館
関
係
者
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
協
議
会
、
各
サ
ー
ク
ル

団
体
、
障
が
い
者

団
体
、
P
T
A
、

防
災
関
係
者
等
か

ら
選
出
。
一
般
公

募
も
予
定
。
サ
ー

ク
ル
団
体
等
へ

は
、
若
い
方
の
選

出
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、
中
学

生
・
高
校
生
・
20
歳
前
後
の
皆
さ
ん
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長　
現
在
は
新
た
な
登
用
は

考
え
て
い
な
い
が
、
必
要
と
さ
れ
る
人
材

の
登
用
は
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

問　
活
動
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
し
た

ら
ど
う
か
？

ま
た
、
協
力
隊
と
移
住
者

の
集
ま
れ
る
拠
点
を
持
っ
た
ら
ど
う
か
？

企
画
財
政
課
長　
住
民
に
対
す
る
報
告
会

等
も
必
要
。
活
動
中
の
協
力
隊
２
名
を
中

心
に
、
村
の
施
設
「
か
ぜ
の
わ
」
を
拠
点

と
し
て
、
継
続
的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

清沢 敬子 議員

中
央
公
民
館
周
辺
施
設
の

在
り
方
検
討

答　

�

中
央
公
民
館
を
軸
に
集
約
し
て
い
く
方
向
で
、
村
民
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

公民館周辺の公共施設
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齊藤 正法 議員

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
注
意
報
」

の
対
応
は
？

答　

�

Ｈ
Ｐ
や
防
災
無
線
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

問　
有
害
鳥
獣
被
害
状
況
は
？

答　
農
業
被
害
額
は
34
万
１
千
円
。
被
害

は
増
加
傾
向
と
考
え
て
い
る
。
駆
除
の
内

訳
は
、
ク
マ
２
頭
（
駆
除
１
頭
、
学
習
放

獣
１
頭
）、
タ
ヌ
キ
１
頭
、
サ
ル
19
頭
、

カ
ラ
ス
57
羽
。

問　
鳥
獣
防
止
柵
の
保
守
状
況
は
？

答　
針
尾
地
域
に
お
い
て
、
経
年
劣
化
に

よ
る
電
線
の
張
替
え
を
計
画
。
破
損
個
所

に
つ
い
て
は
、
補
修
額
が
大
き
い
も
の
は

時
間
を
要
す
る
が
、
軽
微
な
も
の
は
直
ぐ

に
修
繕
を
行
う
。

問　
ク
マ
被
害
防
止
対
策
の
状
況
は
？

答　
ク
マ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
地
域
区
分
管
理
を

実
施
。
地
域
住
民
と
の
対
策
の
役
割
分
担

を
計
画
的
に
行
い
、
人
と
ク
マ
の
住
み
分

け
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
住
宅
に
近
い

場
所
を
排
除
地
域
と
す
る
。
農
地
と
山
林

が
混
在
す
る
地
域
は
干
渉
地
帯
と
し
て
、

刈
払
い
や
誘
引
物
の
除
去
を
行
い
見
通
し

の
良
い
状
況
を
作
る
。

問　
ク
マ
出
没
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の

対
応
は
？

答　
通
学
路
沿
い
の
藪
等
に
つ
い
て
は
、

産
業
振
興
課
と
一
緒
に
危
険
な
場
所
を
把

握
し
、
学
校
へ
伝
え
て
い
く
。

問　
今
後
の
対
応
は
？

答　
防
止
柵
の
定
期
的
な
管
理
と
捕
獲
檻

の
設
置
を
行
う
。
村
民
の
皆
様
に
は
誘
引

物
の
除
去
や
追
い
払
い
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
被
害
拡
大

が
懸
念
、
警
戒
と

対
策
が
必
要
と
考

え
る
。

問　
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
や
保
存
に
費

用
の
補
助
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　
古
川
寺
観
音
堂
の
火
災
報
知

器
や
薬
師
堂
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
修
復
等

『
文
化
財
保
護
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
』

の
範
囲
で
補
助
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

問　
光
輪
寺
仁
王
門
の
文
化
財
指
定
は
可

能
か
。

教
育
次
長　
お
答
え
は
難
し
い
。
指
定
要

請
が
出
て
い
る
の
で
ま
ず
調
査
し
、
文
化

財
保
護
委
員
、
教
育
委
員
会
で
判
断
さ
せ

て
頂
く
。

問　
村
民
所
蔵
の
貴
重
な
古
文
書
等
の
散

逸
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は

教
育
長　
貴
重
な
歴
史
的
資
料
が
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
の
は
問
題
だ
。
村
で
も
歴
史

資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
呼
び
か
け
や
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
村
に
古
文
書
等
保
管
場
所
は
十
分
有

る
か

教
育
次
長　
保
管
場
所
が
現
在
無
い
。
課

題
で
あ
り
今
後
ど
う
管
理
し
て
い
く
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
昇
給
が

あ
っ
た
の
か

総
務
課
長　
昇
給
は
無
か
っ
た
。
た
だ
、

県
の
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
の
で
そ
れ
に

準
じ
た
改
定
は
行
っ
た
。

問　
同
じ
職
場
で
働
き
な
が
ら
正
規
職
員

と
の
差
が
開
く
一
方
で
は
な
い
か
。

村
長　

現
段
階
で
致
し
方
が
無
い
構
造

だ
。
労
働
条
件
を
納
得
し
て
働
い
て
頂
い

て
い
る
。
当
面
は
現
状
の
ま
ま
で
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。

中村 文映 議員

現
在
文
化
財
指
定
の
調
査

及
び
検
討
は
し
て
い
る
か

答　

�

光
輪
寺
仁
王
門
の
認
定
要
請
が
出
て
い
る
の
で
、

今
年
度
調
査
費
を
計
上
し
た
。

阿吽の相をなす二体の光輪寺仁王像
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問　

住
民
か
ら
の
苦
情
等
、
現
状
把
握

は
？

建
設
環
境
課
長　
猫
に
関
す
る
苦
情
は
年

に
一
件
程
度
。現
状
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問　
社
会
問
題
と
し
て
増
え
て
く
る
地
域

猫
や
多
頭
飼
育
の
問
題
、
啓
発
活
動
を
行

う
た
め
の
研
究
を
す
べ
き
で
は
？

建
設
環
境
課
長　

猫
の
問
題
は
勉
強
不

足
。啓
発
に
つ
い
て
は
早
急
に
取
り
組
む
。

総
務
課
長　
運
用
が
始
ま
り
、
利
用
の
周

知
は
村
と
し
て
も
ま
だ
不
十
分
。
周
知
を

行
い
、
村
民
の
利
用
の
状
況
を
見
て
検
討

し
た
い
。

地
区
未
加
入
者
の
増
加
と
地
区
運
営

へ
の
影
響

問　
地
区
未
加
入
者
が
増
加
傾
向
、
村
は

何
か
取
組
ん
で
い
る
か
？

総
務
課
長　
現
在
、
地
区
未
加
入
者
の
特

定
が
で
き
て
お
ら
ず
、
住
民
基
本
台
帳
と

地
区
加
入
者
名
簿
の
乖
離
を
正
し
、
整
合

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
７
月
か
ら
は

転
入
者
に
地
区
加
入
を
推
進
し
て
い
る
。

問　
村
と
し
て
介
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

区
長
地
区
長
会
で
話
し
合
い
を
す
る
だ
け

で
は
解
決
し
な
い
と
思
う
が
？

村
長　
30
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
問
題
。

誰
が
本
当
に
困
っ
て
い
る
の
か
？

と
い

う
こ
と
の
分
析
を
し
な
い
と
進
ま
な
い
。

行
政
と
し
て
仕
掛
け
を
し
て
い
く
。

羽多野 美映 議員

地
域
猫
・
多
頭
飼
育
対
応
は
？

答　

�

全
国
的
な
問
題
と
認
識
、
保
健
所
や
環
境
審
議
会
と
協
議
す
る
。

問　
御
馬
越
小
水
力
発
電
計
画
は
自
然
を

破
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
日
本
水
力
㈱
案
は
、
様
々
な
懸
念

事
項
が
全
て
解
決
さ
れ
、
自
然
を
損
な
わ

な
い
設
計
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
当
初
、
県
企
業
局
案
と
日
本
水
力
㈱

案
の
計
画
説
明
が
あ
り
、
県
企
業
局
の
計

画
は
、
減
水
区
間
が
な
く
魚
や
自
然
へ
の

影
響
が
少
な
い
案
で
あ
っ
た
が
、
県
企
業

局
案
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

前
建
設
環
境
課
長　
今
年
の
３
月
定
例
会

後
に
、
県
企
業
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
保
留
中
と
回
答
が
あ
っ
た
。

問　
県
企
業
局
案
は
、
補
助
金
一
千
万
円

と
の
セ
ッ
ト
で
、
村
に
と
っ
て
も
、
自
然

環
境
に
も
、
良
い
案
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
水
力
㈱
案
は
、
村
に
利
益
が

あ
る
の
か
。

村
長　
固
定
資
産
税
が
村
の
収
入
に
な
る

が
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
地
球
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
CO2
削
減
効
果
が
大
き

い
こ
と
だ
。

問　
奈
良
井
川
漁
協
は
、
日
本
水
力
㈱
案

に
な
ぜ
合
意
し
な
い
と
お
考
え
か
。

村
長　
減
水
区
間
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

が
理
由
の
よ
う
だ
。
奈
良
井
川
漁
協
は
水

量
等
に
つ
い
て
質
問
し
日
本
水
力
㈱
は
回

答
を
し
た
が
、反
対
の
一
点
張
り
で
あ
り
、

反
対
の
根
拠
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
村

と
し
て
も
漁
協
に
補
足
説
明
を
行
う
つ
も

り
だ
。

豊田 惠美子 議員

山
と
川
を
守
り
維
持
す
る

取
組
を

答　

�

同
感
だ
。
小
水
力
発
電
が
、
自
然
を
損
な
う
よ
う
な
ら

推
進
は
し
な
い
。

西
洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
に
愛
称
を

問　
「
西
洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
」
全
村
民

が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
愛
称

設
定
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

野俣沢第三堰堤
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議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加
し
て

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の

諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

5/21  令和６年度　全国町村議会・議長・副議長研修会 
去る５月21日に東京国際フォー

ラムで全国町村議長会が開催され
ました。
当村からは私と、小林弘之副議

長の２名が出席し、全国から総勢
2000名の町村議長・副議長が一堂
に会しました。研修内容は「議
員のなり手不足は住民自治の危
機」・「ハラスメント。自治体議員
が注意すべきポイント」そして「将
来の地方議会を担うのは誰か？」
の３つの講義を受けました。特に
印象深かったのが、ハラスメント。
言葉を発信した本人は相手を思い叱咤激励のつもりで話したとしても、受けての相手
が恐怖や不快感を感じたのであればそれはハラスメント発言。このことは議員だけの
問題ではなく、行政職員、ひいては、議員を応援して下さっている地域住民の皆様も
同じことが言えます。昔と今では様々な意味で価値観や感受性が変化しつつあります。
今の時代に沿った対応がとても重要なのだと改めて考えさせられました。日本国憲法
の13条「すべての国民は個人として尊重される」。この意味をしっかり理解し今後の
議員活動に活かしていきたいと思います。� （北村 直樹）

7/12  長野県町村議会議員研修会
７月12日、キッセイ文化ホール
で行われ全員が出席した。
大正大学教授 江藤俊昭氏の講
演では「議員のなり手不足に潜む
３つの危機」について年々増加す
る無投票にも触れられた。朝日村
は一般選挙における無投票町村数
割合27.4％に含まれる。議員のや
りがい・環境・待遇の改善等、取
組む課題は多い。
また月間『ソトコト』編集長、
指出一正氏の「私たちはローカル
で幸せを見つける～関係人口とリ
ジェネラティブ」と題した講演では、キーワードは「ゆらぎ」（魅力・心地よさ）。若
者がゆらぎ、自分が見つけたお気に入りの地域と楽しく関わり関係人口化する。リジェ
ネラティブとは、よりよく再生させること。従来の場所や仕組みを改善し、人がより
幸せになるための取組や地域づくりの事例紹介があった。朝日村の魅力づくりと関係
人口増を考えていきたい。� （清沢 敬子）

正副議長が出席

県下町村議会議員が参加
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議会活動日誌
４月

1 月 消防団任命式

3 水 あさひ保育園入園式

4 木 朝日小学校入学式

10 水 全員協議会・議会運営委員会

11 木 西洗馬防災センター竣工式

18 木 教育委員会との懇談・
診療所開業医選考基準選定委員会

５月
10 金 朝日村鳥獣被害対策協議会・

東筑摩郡議長会臨時総会

12 日 朝日村消防団総合訓練　 11P

14 火 商工会通常総会

15 水 全員協議会・議会報酬審議特別委員会・
公共交通運賃協議部会

19 日 長寿を祝う会

21 火 全国議長・副議長研修会　 10P
土地開発公社理事会

24 金 農業振興地域整備促進協議会

28 火 議会運営委員会・農業再生協議会

29 水 松本地域公共交通協議会

31 金 塩尻・朝日防犯協会連合会定期総会

６月
1 土 小学校運動会　 1P

2 日 テレビ松本創立50周年記念式典・祝賀会

4 火 ６月定例会開会
本会議・全員協議会　 P2～P3

7 金 常任委員会　 4P

11 火 本会議　一般質問　 P5～P9

14 金 本会議　閉会・
行政視察　 3P

18 火 くりあげ場工区圃場整備竣工式

20 木 水神祭

24 月 社協評議員会

25 火 行政改革推進委員会

26 水 空き家対策協議会

27 木 松川村視察　 4P

28 金 宮田村視察　 4P

5/12  朝日村消防団総合訓練
５月12日朝日村消防団総合訓練が行われた。第一部は

中央公民館講堂において山形消防署消防士長の木下祐太
郎氏から「倒壊家屋における救助対応について」と題
し、倒壊家屋の下敷きになっている人の救助方法につい
て身近な道具（車のジャッキ等） を使用した具体的な救
助方法を学んだ。秋には実施訓練をする予定とのこと。
第二部では運動広場グランドで部隊訓練、分列行進、ポ

ンプ操法も披露さ
れた。全団員（163
名） がこうして日
頃から訓練に励ん
でいることに感謝
したい。
�（古池 美佐江）

7/4  村内施設美化活動
７月４日、全議員で朝日村美術館・縄文村公園の草刈

り、植込剪定、窓拭き等を行った。昨年まで、草刈り作
業を行っていたが今年は場所を変えての作業となった。
美術館山中館長よりご挨拶をいただき、作業開始。大

きなブナの木やクヌギの
木々が茂る緑陰のもとで約
２時間汗を流した。
村内はもとより、村外か

ら高く評価されている美術
館で企画展には公共交通機
関の問い合わせも多い。素
晴らしい場所なので、くる
りん号を利用して、気軽に
訪れていただけると嬉し
い。� （豊田惠美子）

剪定

美術館窓拭き

ポンプ操法



朝日村議会へご意見をお寄せください

Asahimura Gikai-dayori 2024

編
集
後
記

「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
れ
ば
い
い

じ
ゃ
ん
」
私
は
こ
の
言
葉
が
好
き
だ
。

前
向
き
な
友
人
が
よ
く
言
う
言
葉
。「
や

ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
や
っ
て
後
悔

す
る
ほ
う
が
い
い
」と
も
。立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
と
き
よ
く
こ
の
言
葉
を
思
い

出
す
。
と
り
あ
え
ず
動
い
て
み
る
。
そ

こ
か
ら
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
大
人
に
な
っ

て
か
ら
だ
っ
て
挑
戦
で
き
る
。
挑
戦
す

れ
ば
い
い
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
朝

日
村
は
き
っ
と
お
も
し
ろ
い
。
そ
ん
な

人
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
多
く

の
人
が
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
！

と
思
え
る
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
朝
日

村
で
あ
る
よ
う
動
い
て
い
き
た
い
。

�

（
清
澤
あ
ゆ
み
）

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

清
澤
あ
ゆ
み

中
村
　
文
映

羽
多
野
美
映

小
林
　
弘
之

北
村
　
直
樹

▲
こ
ち
ら
か
ら

　
朝
日
村
議
会
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

西洗馬区長

塩原智惠美さん

　
４
月
か
ら
西
洗
馬
区
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　
就
任
早
々
課
題
山
積
で
、
追
わ
れ
る
日
々
に
対
応

す
る
の
が
精
一
杯
の
毎
日
で
し
た
。

　
朝
日
村
防
災
セ
ン
タ
ー
竣
工
に
伴
う
指
定
管
理
者

と
し
て
の
地
域
の
合
意
形
成
。
区
の
規
約
を
制
定
し

村
と
の
協
定
書
締
結
の
手
続
き
。
そ
し
て
同
時
進
行

し
た
西
洗
馬
公
民
館
解
体
の
手
続
き
。
盆
も
正
月
も

一
緒
に
や
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
事
柄
は
区
の
運
営
委

員
を
始
め
関
係
の
皆
様
の
甚
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力

で
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
感
謝

で
す
。

　
公
民
館
解
体
に
伴
い
書
類
の
整
理
を
し
ま
し
た
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
歴
代
区
長
を
始
め
分
館
長
、

婦
人
会
長
の
記
録
簿
が
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
西
洗
馬
公
民
館
が
皆
の
拠
り
所
と
し
て
集

い
笑
い
、
時
に
は
議
論
し
て
地
域
づ
く
り
し
て
い
た

姿
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
西
洗
馬
防

災
セ
ン
タ
ー
も
先
人
た
ち
が
築
い
た
よ
う
に
、
愛
さ

れ
る
施
設
と
し
て
魂
を
入
れ
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
そ
う
し
た
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

我
が
朝
日
村
で
は
30
年
以
上
に
わ
た
り
ビ
ー

ツ
が
栽
培
さ
れ
、
そ
の
品
質
は
日
本
に
住
む
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
方
も
驚
く
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。
し

か
し
高
い
栄
養
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
べ
方

が
わ
か
ら
な
い
せ
い
か
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ビ
ー
ツ
の
普
及
と
特
産
品
化

を
目
指
し
令
和
５
年
春
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

足
。
令
和
４
年
秋
の
ボ
ル
シ
チ
ま
つ
り
の
レ
シ

ピ
を
参
考
に
レ
ト
ル
ト
の
ボ
ル
シ
チ
を
作
る
べ

く
試
作
開
始
。
あ
の
ビ
ー
ツ
の
鮮
や
か
な
色
を

そ
の
ま
ま
出
し
た
い
と
こ
だ
わ
り
、
肉
・
野
菜

の
内
容
量
、
カ
ッ
ト
の
仕
方
、
大
き
さ
、
ま
た

食
べ
た
い
と
思
う
味
を
追
求
し
て
何
回
も
試

作
。
こ
の
春
よ
う
や
く
完
成
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
、
ビ
ー
ツ
の
ロ
ゴ
を
村
内
の
デ
ザ
イ
ン

関
係
者
に
依
頼
。
つ
い
に
８
月
発
売
予
定
と
な

り
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
信
州
朝
日
村

店
と
ア
イ
シ
テ
ィ
21
に
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
あ
れ
！

 

（
清
澤　
あ
ゆ
み
）色鮮やかなビーツ

みなさんが知らない新たな取り組みをご紹介
朝日村ビーツプロジェクト

第21弾

我がむら
再発見！

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

皆で手を取り合って

レトルトのボルシチ


